
最大跳ね上がり時の後輪タイヤ外形線（後方上四分円）

静止状態の後輪タイヤ外

形線（後方上四分円）

マウンティングブラケット

マウンティングブラケットと最大跳ね上がり時のタイヤ外

形線との隙間が少なく、走行条件により干渉するケース

改善前

後輪軸中心 マウンティングブラケット

最大跳ね上がり時のタイヤ外形線が、走行条件に

よりマウンティングブラケットと干渉することがない

よう、マウンティングブラケットの形状と位置を変更

改善後

最大跳ね上がり時のタイヤ外形線（後方上四分円）

静止状態のタイヤ外形

線（後方上四分円）

後輪軸中心

後輪軸中心

 改 善 箇 所 説 明 図 

基準不適合の内容

　塵芥車において、荷台をシャシフレームに固定するマウンティングブラケットと後輪

　タイヤの隙間確保が不適切なため、段差乗り上げ時などに、後輪内側のタイヤが接触

　し損傷するおそれがある。

改善の内容

　マウンティングブラケットの位置を変更し、隙間を確保する。また、当該タイヤを点検し、

　接触による損傷があるものはタイヤを新品に交換する。

識別方法

　改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアロックストライカ付近に、Ｎｏ．2436のステッカを貼付する。
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